
                                          

発表者の５名です。 会場の様子はこんな感じ。 

 201２.10 月 塩尻市立図書館発行 
ひろむさん、ありがとうございます。 

これからも、たくさん利用してくださいね。○中 

〔〔〔〔イラスト作品〕イラスト作品〕イラスト作品〕イラスト作品〕        ひろむひろむひろむひろむ    さんの作品さんの作品さんの作品さんの作品 

9 月 30 日（日）に、えんぱーくまつりが行われました。その中で「ビブリオバトル」という書評合戦がくりひろげられました。   ビブリオバトルという言葉を聞いたことがある人は、少ないのではないかと思います。ビブリオバトルとは、自分の好きな本、おすすめしたい本などを持ちより、一人 5 分間でその本の紹介などをします（プレゼン）。その後、プレゼンを聞いていた人は、どの本が一番読みたくなったかという基準で、投票をおこない、投票数が一番だった人の本がチャンプ本として選ばれるものです。毎年、大学生を対象とした全国大会も開催されるほど、盛り上がりのあるイベントです。   今回のビブリオバトルは、5 名の発表者をむかえ、『人質の朗読会』『都会のトム＆ソーヤ』『ドラフィル！』『オカルト』『パックマンと笑っていこう』の 5 冊が紹介されました。今回チャンプ本に選ばれたのは、『人質の朗読会』でした。今後、機会があれば、参加してみてください。 



    ７月から９月にかけて、中高生のみなさんが職場体験として図書館の仕事の体験をしてくれました。その中で、おすすめ本の紹介を書いてもらいましたので、今回それらの一部をご紹介します。                                     

タイトル  アンティーク FUGA   著者  あんびるやすこ   出版社  岩崎書店                  お名前・ペンネーム  匿名さん      

タイトル  ティーン・パワーをよろしく   著者  エミリー・ロッダ   出版社  講談社                  お名前・ペンネーム  匿名さん      

タイトル  空想科学読本   著者  柳田理科雄   出版社  宝島社                  お名前・ペンネーム  匿名さん      

２．保育士の仕事に就いたきっかけや、なりたかっ２．保育士の仕事に就いたきっかけや、なりたかっ２．保育士の仕事に就いたきっかけや、なりたかっ２．保育士の仕事に就いたきっかけや、なりたかった理由を教えてください。た理由を教えてください。た理由を教えてください。た理由を教えてください。     子どもが好き！！ という理由です。目指すきっかけになったのは、８つ年の離れた弟が生まれた時、母親に「そんなに子どもが好きなら、保育園の先生になればいいじゃん。」と言われたことです。その時から、保育士になると決めていました。 
今回の職業は 保育士    です。 ナビゲーターは・・・ 保育園で働いている             ベイヴベイヴベイヴベイヴ    さんさんさんさんです。 

１．どんなことをしているのか、仕事の内容を教１．どんなことをしているのか、仕事の内容を教１．どんなことをしているのか、仕事の内容を教１．どんなことをしているのか、仕事の内容を教えてください。えてください。えてください。えてください。     保育園で子どもたち（０～６歳児）と生活しています。子どもたちの心身の成長・発達を願い、集団の中での育ちをサポートしています。 将来の職業選択の参考になるように、さまざまな職業につく身近な人たちを紹介していきます。 



                                       

３．やりがいを感じたり、楽しい・うれしいと思３．やりがいを感じたり、楽しい・うれしいと思３．やりがいを感じたり、楽しい・うれしいと思３．やりがいを感じたり、楽しい・うれしいと思ったりするのはどんなときったりするのはどんなときったりするのはどんなときったりするのはどんなときですか。ですか。ですか。ですか。     できなかった事ができたという子どもの、嬉しそうな笑顔を見られる事が一番の喜びです。 ５５５５．保育士をめざす中高生に、メッセージやアドバイ．保育士をめざす中高生に、メッセージやアドバイ．保育士をめざす中高生に、メッセージやアドバイ．保育士をめざす中高生に、メッセージやアドバイスをお願いします。スをお願いします。スをお願いします。スをお願いします。     この仕事に限らずですが、様々な経験を通して、いろいろな事を感じたり、思ったり、考えたりしてみることが大切だと思います。社会人になると自由な時間をたっぷりもてない事もあるので、今、やりたい事、興味のある事に迷わずチャレンジしてほしいと思います。そして自分の中の感性を広げてほしいなと思います。 保育士の仕事についてのっている本です。参考にどうぞ。保育士の仕事についてのっている本です。参考にどうぞ。保育士の仕事についてのっている本です。参考にどうぞ。保育士の仕事についてのっている本です。参考にどうぞ。    木村明子ほか（2009）．『幼稚園教師になるには』ぺりかん社 田辺敦子ほか（2000）．『保育士になるには』ぺりかん社 ネクストドア （2005）.『新保育士・幼稚園教諭になろう』                  インデックス・コミュニケーションズ 
４．中高生の時好きだった本やよく読んでいた４．中高生の時好きだった本やよく読んでいた４．中高生の時好きだった本やよく読んでいた４．中高生の時好きだった本やよく読んでいた本、熱中していたことなど教えてください。本、熱中していたことなど教えてください。本、熱中していたことなど教えてください。本、熱中していたことなど教えてください。     中高生の時は、部活の毎日でした。本では、マンガが好きで、『パラダイスキス』からオシャレにも興味をもちました。  また、昔から絵本は大好きで、小さい頃見たものを読みなおしたり、好きな絵本のレパートリーを増やしたりしました。 



        今回のテーマ今回のテーマ今回のテーマ今回のテーマ    
「「「「長野県長野県長野県長野県にゆかりのある出版社にゆかりのある出版社にゆかりのある出版社にゆかりのある出版社」」」」     現在よく知られている、大手といわれるような出版社を創った人、いわゆる創業者は、長野県出身の人が多くいらっしゃいます。あまりそのことを知っている人は少ないのではないでしょうか。今号では創業者が県内出身の出版社をいくつかご紹介します。                           

       

みなさんに塩尻に関することや、塩尻に縁のある人を紹介していきます。 

   「最近涼しいね～♪ 」を通りこして「なんだか寒いなあ・・・」という季節になってきました。 こんな時期は風邪に注意しなければならない時期です。受験生にとってはそろそろ追い込みをかけなければ いけない時期でもありますね。図書館本館、若葉のコーナーにも、受験に役立つ本をそろえておきたいと 思っていますので、みなさんおでかけください。それではまた・・・。             （中村）  

岩波書店岩波書店岩波書店岩波書店は 1913 年、岩波茂雄さんが神保町の一角に古本屋を開業したのが始まりです。ほかのお店とは異なり、目先の利益を追わず正当な価格で本を販売する岩波さんの姿勢が、読書好きな人たちの「信用」を勝ちとり、岩波書店が大きく成長する礎となっていきました。この古本屋が、出版社になったきっかけは、夏目漱石だったそうです。夏目漱石は岩波さんの人柄や商売に対する姿勢をみて、信頼できる人だと感じ、『こころ』の自費出版をまかせそうです。「岩波書店」の看板の文字も夏目漱石が書いたものだということです。 岩波書店というと誰もが知っていて、良書がそろっている出版社です。長野県出身の人がつくったというのは、自慢できることではないでしょうか。  敗戦の年の１９４５年、みすずみすずみすずみすず書房書房書房書房は、山崎六郎さん、清水文男さん、小尾俊人さんの3人により創業されました。みんな長野県出身で、「みすずかる」という長野に関係の深い言葉から社名をつけたそうです。みすず書房で出版する本は、自然科学、社会科学、文学、思想、歴史、宗教などの広い分野にわたっていますが、「高度な内容と、人間の精神にとって必要とする著書と、内外の著名な執筆者」に絞っていくという出版姿勢をくずすことはなかったそうです。  みすず書房の本は、資料的にも学術的にも長く続き、時代の流れにもまれても変わることのない著作物ばかりです。誇り高い出版社の思いがつまった本を、ぜひ手にとってもらいたいものです。 

筑摩書房筑摩書房筑摩書房筑摩書房は塩尻市北小野地区出身の古田晁あきらさんが安曇野出身の臼井吉見さんと一緒に創業した出版社です。「損をしてもいいからいい本を出したい」という志をもち、生涯にわたり貫いたそうです。古田さんは豪快な人で、目にかけた作家にはお金を惜しまず、とことんつぎ込んだそうです。筑摩書房は倒産や経営の危機にあいながらも、今では格調高い出版社になっています。 現在、古田家のご意向により塩尻市立図書館には、筑摩書房で出版された本が定期的に寄贈されています。それらの本は、とても貴重な財産として市民の方に利用されています。中高生向けに出版されている「ちくまプリマー」というシリーズの新書もありますので、読んでみてください。 

 1949 年、中条村出身の岡本陸人さんにより、あかねあかねあかねあかね書書書書

房房房房が創業されました。岡本さんは子どもの頃から読書好きだったこと、また、次世代を担う少年少女たちに良書を贈りたいという志を持っていたことから、児童向けの出版物を扱う出版社を目指していったそうです。社名は、額田王の歌「あかねさす・・・・」からとったものだということです。あかね書房は、難しい言葉遣いの多い文学作品を、少年少女が読みやすいように、現代かなづかいと簡単な漢字で作るという初めての試みを行ったそうです。他にもさまざまな試みをし、児童文学、児童出版の発展に力を注いでいるそうです。岡本さんのパイオニア精神が今も引き継がれているあかね書房で、これからどんな本が出版されるのか、楽しみですね。 今回ご紹介した他にも、「あすなろ書房」「青春出版社」「三笠書房」などがあります。  どんな本を出版しているのか、書店や図書館で本を見てみてください。 

理論社理論社理論社理論社は上田市出身の小宮山量平さんが創業した出版社です。創業当初は、社会科学、思想、経済書を主に扱う出版社だったそうです。朝鮮戦争後の日本では儲けることが正義という考えが広がり、胸に描いた理想も夢もふっとんでしまった時代に突入したそうです。小宮山さんはその現実をみて、深い傷と痛みを残された次世代の子どもたちが、たじろがないようにと、新世代のための本づくりを始めたそうです。それが今の理論社に引き継がれています。  今では、歴史や教育、文学、児童書を扱う創作児童文学の老舗として、業界でも高い信頼を受けているそうです。みなさんが今まで読んだ本の中にも、理論社から出版されている本がいくつもあるかもしれませんね。 

＜参考図書＞ 塩澤実信（1994）．『出版王国 信州の山脈やまなみ』郷土出版社 


